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本論文は、 Tthermo戸hilaのゲノム中に存在する 13種類のミオシン遺伝子について、 cDNA配列と一次構
造の特徴を調べ、テトラヒメナの 13種類のミオシンが3種類のサブグループに分かれること、既知のミオ
シンとは全く異なる新奇ミオシンであることなどを明らかにし、繊毛虫のミオシン研究に大きく貢献した。
また、 Myo13の機能に注呂して、遺伝子破壊や局在性の検討を行う過程で、紹抱紅Pうを特異的に染色する抗
体を手に入れた。この抗体を用いて細胞紅門からの食胞内容物の排出機構を詳細に調べ、アクチン細胞骨格
と微小管が協働的に働いていることを明らかにした。アクチン細胞骨格が食胞の排出時に食抱月莫を小胞化し、
細胞質微小管が小胞の細胞内輸送を担うことで、協働的に食胞膜の 1)サイクリングに働いていることを明ら
かにしたことは特筆に値し、優れた学位論文と判断する。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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